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　一般会計及び各特別会計を合わせた歳入歳出決算額は、歳入総額122億2,605万円、歳出総額118
億6,552万円となっております。
　一般会計の歳入決算額は前年度対比97.7％の87億1,904万円、歳出決算額は前年度対比102.3％の
84億4,888万円で、実質収支額は２億641万円の黒字となりました。
　特別会計に関しては、各会計ともに黒字決算になっております。
　また、企業会計では、水道事業収益的収支で1,815万円、下水道事業収益的収支で１億3,919万円
の純利益となっております。

○令和６年度決算の概要

定例会の概要
【会期】令和７年９月５日（金）～９月26日（金）［21日間］
　今回の議会では、町長提出議案21件（報告２件、認定６件、条例４件、補正予算６件、同意２件、
諮問１件）特別委員会報告１件、委員会発議案１件、議員発議案１件を審議し、条例１件を継続
審査とし、その他の議案は原案通り可決しました。
　また、今後のまちづくりや、町政運営について、７人の議員が一般質問を行いました。

令和6年度決算  令和6年度決算  原案通り認定原案通り認定

令和６年度　各会計決算一覧� （万円未満四捨五入）

会　計　名 歳　入 歳　出
一 般 会 計 87億1,904万円 84億4,888万円
特
別
会
計

国民健康保険事業 16億4,560万円 16億828万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億3,048万円 2億2,807万円
介 護 保 険 事 業 16億3,093万円 15億8,029万円

水 道 事 業 会 計
収益的収入 3億6,581万円 収益的支出 3億4,766万円
資本的収入 4,089万円 資本的支出 1億5,585万円

下 水 道 事 業 会 計
収益的収入 5億8,183万円 収益的支出 4億4,264万円
資本的収入 2億6,014万円 資本的支出 4億5,997万円

（収益的収支は税抜、資本的収支は税込）

　歳出は、防災行政無線更新工事や低所得
者に対する給付金事業及び幼保連携型認定
こども園施設整備事業が増額となりました。
　歳出全体では、総務費、民生費の増額に
より、約２億円の増となりました。

　歳入は前年と比較し、約２億円の減と
なっています。物価高騰対応の臨時交付金
や子ども・子育て支援交付金が増となりま
したが、新型コロナウイルス関連の交付金や、
社会資本整備交付金が減となっています。

　令和６年度は、民生費が約21.2億円でトップとなりました。近年の少子高齢化に伴う子育
て支援事業や、社会保障費の増額により、約2.2億円増でした。
　第２位の総務費は、防災行政無線の工事や自治体ＤＸ事業として、庁舎内業務用ＰＣの更新
などにより、約5.6億円増額となりました。

町町のの決算決算をを比比べてみよう!べてみよう!

１位 民生費 21.2億円 ※福祉、医療、介護サービスなど

２位 総務費 20.3億円 ※行政運営、庁舎維持など

３位 土木費 13.5億円 ※都市計画、インフラ整備・維持管理など

４位 教育費 10.3億円 ※学校管理、教育振興、生涯学習など

５位 公債費 5.5億円 ※町の借金の返済や利息支払いなど

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

164.9億円

145.5億円

123.9億円

89.2億円

87.2億円

（億円）
0 16014012010080604020

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

146.6億円

126.9億円

117.1億円

82.6億円

84.5億円

（億円）
0 16014012010080604020

○令和６年度はどんなことにお金を使ったの？
（歳出額ランキングトップ５）

○町の歳入（収入）の推移
令和２年度～６年度

○町の歳出（支出）の推移
令和２年度～６年度

議員のタブレットPCの活用が進んでいます

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

決
算
比
較

決
算
比
較
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6,400万円

特
別
委
員
会
質
疑

○�

危
機
管
理
対
策
（
ク
マ
の
目

撃
情
報
）

問　

�

教
育
委
員
会
で
は
学
校
を

通
じ
て
速
や
か
に
注
意
喚

起
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
町

長
部
局
と
の
連
携
に
よ
る

も
の
な
の
か
。

答　

�

子
ど
も
達
に
関
す
る
安
全

に
係
わ
る
事
で
あ
り
、
迅

速
な
指
導
が
必
要
な
こ
と

か
ら
町
と
連
携
す
る
こ
と

は
必
要
だ
が
、
今
回
は
教

育
委
員
会
と
し
て
学
校
へ

の
注
意
喚
起
の
指
示
を

行
っ
た
。

問　

�

ク
マ
対
策
に
つ
い
て
、
町

全
体
に
継
続
的
な
啓
発
、

注
意
喚
起
を
す
る
こ
と
の

基
本
的
な
考
え
は
。

答　

�

ま
ず
は
事
実
確
認
。
事
実

の
確
認
を
し
な
い
で
危
機

感
を
あ
お
る
の
は
よ
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。
一
定

の
事
実
確
認
を
し
た
上
で

防
災
無
線
放
送
な
ど
の
広

報
に
努
め
る
。
情
報
が

あ
っ
た
ら
間
髪
を
入
れ
ず

一
斉
放
送
で
流
す
と
は
し

て
い
な
い
。

問　

�

２・
３
日
継
続
し
て
の
注

意
喚
起
、
継
続
的
な
一
定

期
間
と
い
う
意
識
が
あ
る

の
か
。

答　

�
個
体
の
実
際
の
状
況
確
認

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
は
週
に
１

回
金
曜
日
に
防
災
無
線
放

送
を
続
け
る
。

問　

�

も
う
少
し
丁
寧
な
対
応
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

�

状
況
判
断
を
し
た
上
で
、

危
機
意
識
を
町
民
に
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

問　

�

ふ
る
さ
と
納
税
が
減
額
し

て
い
る
、
返
礼
品
の
開
発

な
ど
を
含
め
て
工
夫
す
る

必
要
は
な
い
か
。

答　

�

町
の
収
入
源
と
な
る
の
で
、

返
礼
品
の
増
加
や
工
夫
を

行
い
た
い
。

○
雑
草
対
策

問　

�

町
道
の
脇
や
河
川
・
た
め

池
の
除
草
対
策
を
も
っ
と

積
極
的
に
で
き
な
い
か
。

答　

�

現
状
を
確
認
し
、
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
対
応

し
た
い
。

認定こども園の施設整備支援

町道新設改良事業（つばめの杜北線）

　町内に新設された認定こども園の施設
整備支援を行い、令和７年４月１日に開
園しました。

　７年度以降の事業費平準化のため予算
を縮減しましたが、つばめの杜北線道路
改良工事をはじめ、今後計画的に事業を
推進する予定です。

庁内インフラＤＸ推進事業業務委託

　DX推進に向け、職員の端末更新など
情報環境を整備。今後は先進技術を活用
し、より質の高い住民サービスの向上を
図ります。

小中学校給食事業

　小中学校給食食材費や調理場の維持管
理などに要する経費です。
　併せて、小中学校給食費を無償化し、
保護者の負担を軽減しました。

目で 見る

決 算
議員はこ の事業に
　　注目 した!

執
行
部
へ
の
質
疑

○
学
力
向
上
対
策

問　

�

学
力
を
向
上
す
る
に
は
家

庭
に
お
い
て
ゲ
ー
ム
な
ど

ス
マ
ホ
利
用
時
間
を
減
ら

し
、
学
習
時
間
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
規
制
等

の
考
え
は
。

答　

�

総
合
計
画
の
目
標
値
に
届

か
な
い
要
因
は
、
ゲ
ー
ム

な
ど
ス
マ
ホ
利
用
時
間
が

長
い
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。

町
の
「
３
つ
の
約
束
」
を

長
い
期
間
実
施
し
て
い
る

が
、
到
達
し
て
い
な
い
。

家
庭
と
連
携
し
今
後
と
も

継
続
し
て
指
導
し
た
い
。

問　

�

条
例
で
規
制
す
る
こ
と
な

ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

�

条
例
化
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

○
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

問　

�

町
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
や
研

修
会
が
不
足
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

�

講
習
会
な
ど
は
実
施
し
て

い
る
が
参
加
者
が
少
な
い
。

今
後
回
数
や
人
数
を
増
や

す
な
ど
、
関
係
課
と
連
携

し
て
進
め
た
い
。

問　

�

専
門
的
な
職
員
の
確
保
が

必
要
と
考
え
る
が
、
県
へ

の
直
接
的
な
要
請
や
働
き

か
け
は
実
施
し
て
い
る
の

か
。

答　

�

担
当
部
署
を
通
じ
て
申
請

し
て
お
り
、
各
種
会
議
で

も
現
状
を
話
し
要
請
を
し

て
い
る
が
、
専
門
職
員
の

希
望
数
の
確
保
は
で
き
て

い
な
い
。

5,362万円 3億3,389万円

1億1,654万円

目
で
見
る
決
算
・
質
疑

目
で
見
る
決
算
・
質
疑

目
で
見
る
決
算
・
質
疑

目
で
見
る
決
算
・
質
疑
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○大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ８
　★１　子宮頸がん予防ワクチンについて
　★２　ＡＥＤの活用について

○品堀　栄洋　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ９
　★１　行政区の活力強化について
　★２　放課後児童クラブの休業期間におけるお弁当の提供について

○伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ10
　★１　これからの「町づくり」について
　★２　町の活性化について

○岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ11
　★１　あるものをいかしたまちづくりについて
　★２　次代を担う人材育成について

○髙橋　眞理子　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ12
　★１　空き家問題について

○遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ13
　★１　地方創生総合戦略改定事業の取り組みについて
　★２　「農業振興地域整備計画」の取り組みについて
　　３　山元町統計書の作成について

○齋藤　俊夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ14
　★１　遠地津波対応を踏まえた防災体制の再構築について
　　２　情報感度の高い真摯な町政運営について

○一般質問とは
　町の行政全般にわたり、
状況や見通しを聞き疑問点
をただし、所信の表明を求
めるもの。

※紙面の都合上、質問項目の前に「★」が付
いている内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右の二次元
バーコードから録画映像をご覧ください。➡

一般質問大綱一覧 問　

�
高
盛
土
構
造
で
整
備
す
る
町
道
中
浜
滝
の
前
線
に
つ
い
て
、

順
調
に
進
捗
し
て
お
り
年
度
内
に
工
事
が
完
了
す
る
見
込

み
。
引
き
続
き
第
三
線
堤
整
備
事
業
の
一
日
も
早
い
完
遂

に
向
け
て
鋭
意
努
力
に
努
め
る
と
し
て
い
る
が
、
第
三
線

堤
整
備
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
進
捗
状
況
は
。

答　

�

第
三
線
堤
と
し
て
位
置
付
け
る
中
浜
滝
の
前
線
及
び
町
戸

花
線
は
坂
元
地
区
の
新
市
街
地
や
道
合
地
区
の
復
興
公
営

住
宅
を
整
備
す
る
際
、
津
波
か
ら
の
多
重
防
御
を
図
り
居

住
者
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
整
備
と
し
て

計
画
し
た
事
業
で
あ
る
。

問　
中
浜
滝
の
前
線
に
７
年
間
、町
戸
花
線
は
未
完
成
、理
由
は
。

答　

�

な
ぜ
当
時
進
ま
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
り
か
ね
る
が
、
安

全
安
心
を
確
保
す
る
道
路
整
備
で
あ
る
の
で
就
任
以
来
、

早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
費
総
額
は
。

答　
２
億
５
千
万
円
と
試
算
し
て
い
た
。

問　
現
在
の
事
業
費
総
額
の
試
算
は
。

答　
約
６
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

問　

�

居
住
者
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
道
路
整
備
が
未
完
成
、

事
業
費
も
増
え
て
い
る
。
当
時
の
取
り
組
み
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

遠
藤 

龍
之 

議
員

安
全
安
心
確
保
の
第
三
線
堤
　
未
完
了

【
町
長
】
就
任
以
来　
早
期
完
成
を
目
指
す

ー今回の決算「ココ」が聞きたい！ー

監査委員　決算審査意見（要旨）
　審査に付された各会計の歳入歳出決算書及
び各種基金の運用状況は、有効かつ適正であ
ると認められる。
　基金の中の債券額については13億円であ
ることから、適正な構成比率で基金が運用さ
れているものと思われる。ただし、注意すべ
きは、今後さらに債券額を増加させるのであ
れば、将来の資金需要の動向を見越して保守
的な運用を図る必要があることであり、慎重
な財政運営を続けていただきたい。
　また、不適切な事務処理の事案が依然とし
て根絶できていないが、遠因として業務遂行
が属人的になっていないか、あるいは練度が
不十分のまま担当換えしていないかなど、根
本的に人事管理、業務管理のあり方を見直す
必要があるのではないか。
　「人は信頼しても仕事は信用するな」とい
う言葉どおり、どんなに期待を寄せる職員同

士であっても、「絶対はない」という安全対
策的な心構えが必要であることを忘れないで
ほしい。

総括質疑総括質疑一 般 質 問 我が町政を問う我が町政を問う

齋藤代表監査委員から意見書提出

総
括
質
疑

総
括
質
疑

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク

チ
ン
を
公
費
で
接
種
で
き

る
経
過
措
置
が
令
和
８
年

３
月
末
ま
で
で
、
２
回
目

の
接
種
期
日
が
今
年
12
月

末
で
あ
る
。
11
月
ま
で
に

接
種
完
了
を
呼
び
か
け
る

個
別
通
知
を
実
施
す
る
考

え
は
。

答　
接
種
機
会
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
、
対
象
者
に
は

秋
に
も
再
度
勧
奨
を
行
う
。

問　
定
期
接
種
者
の
接
種

率
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
は
。

答　
接
種
開
始
と
な
る
小

学
６
年
生
の
女
子
に
、
予

診
票
と
一
緒
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
や
リ
ス
ク

な
ど
が
記
載
さ
れ
た
通
知

を
、
年
度
末
に
定
期
接
種

期
限
を
迎
え
る
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
で
、
未
完

了
者
に
勧
奨
の
通
知
を
送

付
し
て
い
る
。

問　
昨
年
度
全
国
で
接
種

率
が
50
％
を
超
え
た
高
校

１
年
生
の
み
な
ら
ず
、
定

期
接
種
世
代
全
体
の
接
種

率
の
向
上
が
重
要
で
は
。

答　
個
別
通
知
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
に
接
種
を
呼
び
か
け

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
14
歳
接
種
開
始
を

町
長　
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知
す
る

る
。

問　
年
度
内
に
14
歳
に
な

る
中
学
２
年
生
に
、
14
歳

ま
で
に
接
種
を
開
始
す
れ

ば
、
２
回
で
終
了
で
き
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
個
別
通

知
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
国
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
接
種
の
意
義
、

安
全
性
、
接
種
回
数
の
違

い
、
予
約
方
法
な
ど
を
分

問　
社
会
構
造
な
ど
の
変

化
に
よ
り
自
治
会
に
加
入

し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い

る
と
聞
く
が
、
加
入
を
促

す
考
え
は
。

答　
転
入
者
に
対
し
担
当

す
る
行
政
区
長
を
案
内
し
、

引
き
続
き
自
治
会
な
ど
へ

の
加
入
を
促
し
て
い
く
。

問　
役
員
な
ど
へ
の
な
り

手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
長
期
間
そ
の
職
に

就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
聞
く
。
こ
の
状
況

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
役
員
な
ど
の
確
保
は

自
治
会
活
動
の
持
続
的
な

書
の
郵
送
な
ど
、
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
20
件

で
あ
る
。

問　
自
治
会
に
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
周
知
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
各
地
区
の
行
事
を
広

報
紙
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、

周
知
方
法
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
く
。

運
営
を
図
る
上
で
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。

問　
移
住
定
住
補
助
事
業

に
取
り
組
む
中
で
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
掲
げ
て

い
る
が
、
補
助
申
請
の
際
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

答　
自
治
会
に
加
入
し
て

地
域
活
動
に
協
力
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
は
何
世
帯
あ

る
か
。

答　
把
握
す
る
す
べ
は
な

い
が
、
広
報
紙
や
行
政
文

自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
解
消
を

町
長　
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員

イベントに参加する中学生たち

問　
た
め
ら
わ
ず
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
三
角
巾
を
常
備
し
て
は
。

答　
町
の
各
施
設
に
設
置
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
リ
ー
ス
契
約
で
設
置
し
て

い
る
た
め
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

問　
リ
ー
ス
契
約
と
の
こ
と
だ
が
、

契
約
更
新
は
い
つ
な
の
か
。

答　
５
年
後
で
あ
る
。
リ
ー
ス
業

者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
リ
ー
ス

物
件
に
町
の
所
有
物
を
併
せ
て
配

備
し
て
も
問
題
な
い
と
の
事
な
の

で
、
早
々
に
対
応
し
た
い
。

問　
24
時
間
対
応
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

推
奨
す
る
考
え
は
。

答　
他
の
自
治
体
や
消
防
機
関
に

お
け
る
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に

調
査
す
る
。

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
建
物
の
外
部
に
設

置
す
る
こ
と
は
。

答　
考
え
て
い
な
い
。

問　
町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
箇
所
の

中
で
、
役
場
庁
舎
な
ど
提
供
可
能

時
間
が
終
日
で
あ
る
施
設
も
あ
る
。

終
日
対
応
を
含
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
箇
所

の
周
知
徹
底
は
。

答　
設
置
者
と
提
供
可
能
か
な
ど

意
向
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
。

AEDに三角巾を早急に常備しては
町長　できるだけ早々に対応したい

品
しな

堀
ほり

 栄
よし

洋
ひろ

 議員

問　
保
護
者
の
負
担
軽
減
だ
け

で
は
な
く
、
衛
生
面
を
考
慮
し
、

夏
季
休
業
中
の
山
元
中
学
校
給

食
調
理
室
で
、
調
理
し
た
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答　
休
業
中
は
給
食
室
の
室
内

清
掃
、
消
毒
作
業
及
び
調
理
機

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
重
点
的
に

実
施
し
て
お
り
、
提
供
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問　
子
ど
も
食
堂
と
連
携
し
た

取
り
組
み
や
、
福
祉
関
係
団
体

や
弁
当
事
業
者
と
連
携
し
た
取

り
組
み
の
推
進
を
図
る
考
え
は
。

答　
昼
食
提
供
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い

く
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指

導
員
や
保
護
者
か
ら
お
弁
当
に

関
す
る
希
望
の
声
は
あ
る
か
。

答　
指
導
員
、
保
護
者
か
ら
意

見
は
な
い
。

問　
お
弁
当
を
忘
れ
て
き
た
児

童
へ
の
対
応
は
。

答　
電
話
連
絡
を
し
て
保
護
者

に
、
昼
食
時
間
ま
で
に
持
っ
て

き
て
も
ら
う
と
い
う
対
応
を

取
っ
て
い
る
。

問　
長
期
休
業
中
の
給
食
の
提

供
が
近
隣
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、

児童クラブへの昼食提供を
町長　先進事例を調査・研究していく

先
進
事
例
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

答　
し
っ
か
り
と
近
隣
の
調
査

研
究
を
し
て
い
く
。

問　
児
童
ク
ラ
ブ
で
お
や
つ
の

提
供
を
し
て
い
る
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
問
題
な
ど
で
提
供
を
や

め
た
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。

今
後
も
お
や
つ
の
提
供
は
続
け

て
い
く
の
か
。

答　
続
け
て
い
く
。

か
り
や
す
く
記
載
し
、
対

象
者
の
理
解
を
促
し
た
い
。

問　
14
歳
ま
で
の
接
種
開

始
は
、
対
象
者
の
接
種
負

担
と
行
政
の
財
務
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　
中
学
生
の
家
族
の
方

に
も
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
し
っ
か
り
と
周
知
に
努

め
た
い
。

こどもセンター内　山二小児童クラブ

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面

の
交
流
会
や
、
親
善
試
合

な
ど
の
実
施
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　
小
中
学
生
や
若
者
世

代
の
交
流
事
業
は
、
異
な

る
地
域
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
相
互
理
解

や
絆
を
深
め
、
様
々
な
価

値
観
を
育
む
こ
と
に
も
繋

が
り
、
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
県
が
実
施
す

る
交
流
事
業
へ
の
参
加
や
、

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
す
る
な
ど
、
事
業
の
あ

り
方
を
研
究
す
る
。

人材の育成に先行投資する考えは
町長　事業のあり方を研究していく

問　

橋
元
町
政
3
年
半
、

公
約
に
掲
げ
た
目
標
の
反

映
並
び
に
実
施
状
況
は
。

答　
公
約
に
掲
げ
る
主
要

政
策
は
5
つ
の
柱
に
紐
づ

く
19
項
目
あ
り
、「
複
合

施
設
整
備
計
画
の
見
直

し
」「
町
民
バ
ス
・
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
改

善
」
な
ど
、
現
在
ま
で
に

達
成
に
至
っ
た
も
の
は
16

項
目
で
あ
る
。

問　
坂
元
地
区
の
排
水
対

策
と
豪
雨
水
害
対
策
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
方
向
性

と
対
策
や
計
画
は
。

答　
坂
元
谷
地
川
の
部
分

か
ら
新
市
街
地
の
防
災
調

整
池
に
副
水
路
と
し
て
水

を
流
し
、
購
入
し
た
ポ
ン

プ
車
で
坂
元
川
に
排
水
す

る
。

　
さ
ら
に
、
町
地
区
か
ら

新
市
街
地
に
あ
る
管
路
に

水
路
を
繋
ぎ
、
防
災
調
整

池
に
流
す
対
策
を
第
1
弾

と
し
て
進
め
る
計
画
で
あ

る
。

問　
横
山
地
区
、
旧
山
下

市
街
地
の
豪
雨
対
策
の
計

画
は
。

答　
ま
ず
は
、
坂
元
地
区

を
優
先
的
に
進
め
、
そ
の

後
、来
年
度
以
降
に
横
山・

公
約
に
掲
げ
た
目
標
の
実
施
状
況
は

町
長　
主
要
施
策
の
達
成
は
16
項
目
で
あ
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

山
下
の
市
街
地
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
横
山
・
山
下
の
豪
雨

対
策
に
つ
い
て
も
め
ど
が

立
っ
て
い
る
と
解
釈
し
て

い
い
の
か
。

答　
横
山
・
山
下
地
区
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

形
で
進
め
る
の
が
的
確
か

調
査
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
掲
げ
て
い
る
公
約
で

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
達

成
で
き
て
い
な
い
事
と
し

て
、
保
育
所
の
給
食
補
助

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
無
償
化
し
た
が
、
保
育

所
・
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

ま
だ
無
償
化
で
き
て
い
な

い
。

問　
今
後
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
保
育
所
・
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
と
協

購入した排水ポンプ車

問　
町
は
将
来
的
人
口
減

少
を
見
据
え
、
平
成
25
年

3
月
に
「
小
中
学
校
教
育

整
備
方
針
」
を
策
定
し
た
。

　
令
和
3
年
に
閉
校
し
た

坂
元
中
学
校
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
検
討
経
過
を
伺

う
。

答　
担
当
課
で
は
地
域
振

興
に
資
す
る
利
活
用
を
模

索
し
て
い
る
。

問　
令
和
4
年
12
月
に
事

業
者
か
ら
相
談
、
提
案
を

受
け
要
綱
を
定
め
事
業
者

を
募
集
し
た
。
計
画
策
定

後
10
年
間
は
何
の
動
き
も

な
か
っ
た
の
か
。

答　
以
前
に
募
集
し
た
経

緯
は
な
い
。

問　
整
備
方
針
を
策
定
し
、

平
成
28
年
中
学
校
再
編
で

動
き
始
め
た
が
、
閉
校
後

の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
10
年
間
検
討
し
て

い
な
か
っ
た
と
受
け
止
め

る
。

　
昨
年
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
を
採
用
し
ビ
ー
ル

醸
造
所
、焼
き
菓
子
製
造・

販
売
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
で
１
階
の
賃
貸
は
ほ

ぼ
完
了
か
。

答　
１
階
部
分
は
全
て
決

定
し
て
い
る
。

閉
校
後
の
早
急
な
る
施
設
活
用
を
す
べ
き

町
長　
早
い
段
階
で
方
向
性
を
示
す

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
中
学
校
再
編
か
ら
5
年
経
過
す

る
が
成
果
は
。

答　
部
活
動
で
は
東
北
大
会
出
場
な

ど
活
躍
し
て
い
る
。

問　
不
登
校
減
少
へ
の
工
夫
は
。

答　
行
き
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
生
徒
の

異
変
に
気
付
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。

問　
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
、
体
験

体
得
は
人
間
形
成
に
影
響
を
与
え
る
。

未
来
へ
夢
と
希
望
の
持
て
る
よ
う
求

め
る
。

中学校再編後の成果、課題は
町長　居場所づくりの支援に努める

問　
２
・
３
階
部
分
の
今

後
の
方
針
は
。

答　
最
初
は
一
体
的
に
全

体
を
活
用
し
た
申
請
が

あ
っ
た
が
、
建
物
が
大
き

く
断
念
と
な
り
、
そ
の
後

部
分
貸
し
出
し
と
し
た
。

２
・
３
階
は
今
後
方
向
性

を
見
極
め
決
定
し
た
い
。

問　
建
設
後
31
年
、
閉
校

か
ら
数
年
経
過
し
経
年
劣

化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

問
題
点
は
。

答　
点
検
し
そ
の
都
度
修

繕
を
し
て
き
た
が
、
再
度

点
検
し
た
結
果
、
ト
イ
レ

や
水
道
の
部
分
に
不
具
合

が
見
つ
か
り
修
繕
中
で
あ

る
。

問　
校
舎
内
は
警
備
会
社

に
委
託
し
て
い
る
が
、
校

門
入
口
は
バ
リ
ケ
ー
ド
だ

け
だ
が
、
防
犯
対
策
は
。

答　
事
業
者
の
方
々
と
検

討
し
て
い
く
。

問　
小
学
校
再
編
時
に
お

伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員

議
を
続
け
解
決
策
を
探
っ

て
い
く
。
現
段
階
で
は
無

償
化
す
る
と
こ
ろ
に
は
い

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員

い
て
、
閉
校
後
の
校
舎
活

用
の
考
え
は
。

答　
庁
舎
内
で
の
検
討
委

員
会
、
専
門
家
の
意
見
を

聞
い
て
い
く
。

問　
学
区
ご
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
意
見
交
換
は
必
要
で

あ
る
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
確
保
の
考
え
は
。

答　
校
舎
の
在
り
方
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
中
学
校
施
設
活
用
の

二
の
舞
と
な
ら
な
い
よ
う

町
民
の
声
を
反
映
し
、
町

民
の
不
安
を
払
拭
し
安

全
・
安
心
し
て
生
活
で
き

る
対
応
を
求
め
る
。

子どもの居場所

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
社
会
情
勢
か
ら
今
後

増
加
が
進
む
も
の
と
考
え

ら
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
空
き
家
問
題
」

へ
の
、
本
町
の
現
在
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
空
家
特
措
法
に
基
づ

き
令
和
５
年
度
に
実
地
調

査
を
実
施
し
、
最
終
的
に

23
件
を
「
特
定
空
家
等
候

補
」
と
判
断
し
、
そ
の

う
ち
１
件
を　
「
特
定
空

家
」（
※
１
）
と
認
定
し

た
。
今
年
７
月
に
「
山
元

町
空
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行

ル
ー
ル
に
則
っ
て
粛
々
と

進
め
て
い
く
。

問　
個
人
の
財
産
と
は
い

え
、
近
隣
へ
の
迷
惑
や
衛

生
上
の
問
題
、
そ
し
て
町

の
景
観
か
ら
も
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
空
き
家
の
利
活
用
、
対

処
法
な
ど
の
講
演
会
や
売

買
、
相
続
な
ど
諸
問
題
に

係
る
相
談
会
な
ど
を
、
県

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

町
で
も
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　
関
係
機
関
や
関
連
民

間
団
体
な
ど
と
の
連
携
を

模
索
し
つ
つ
、
新
た
に
創

設
さ
れ
た
「
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
制
度
」（
※

２
）
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

し
、
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
空
き
家
な
ど
へ
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
認
定
さ
れ
た
「
特
定

空
家
」
に
は
、
改
善
が
見

ら
れ
な
い
場
合
、
最
終
的

に
行
政
代
執
行
に
よ
る
除

却
を
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
理
解
し
て
い
い

の
か
。

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

そ
の
他
の
「
特
定
空
家
等

候
補
」
22
件
に
つ
い
て
は
、

判
断
さ
れ
て
い
る
旨
の
通

知
や
適
正
な
管
理
促
進
の

情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

個
人
所
有
の
も
の
な
の
で
、

「
空
き
家
問
題
」
は
大
き
な
社
会
問
題

町
長　
有
効
活
用
、
も
し
く
は
処
分
な
ど
進
め
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
米
不
足
、
後
継
者
不

足
、
農
作
物
の
高
温
被
害

等
々
農
政
を
巡
る
問
題
は

深
刻
で
あ
る
。

　
今
後
の
農
業
施
策
の
根

幹
と
な
る
「
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
」
の
全
体
見

直
し
に
着
手
す
る
と
し
て

い
る
が
、
取
り
組
み
の
現

状
は
。

答　
10
年
間
を
見
据
え
た

町
の
農
業
振
興
を
図
る
た

め
の
土
地
利
用
計
画
と
し

て
策
定
す
る
も
の
で
、
昨

年
度
か
ら
計
画
の
見
直
し

に
着
手
し
て
お
り
、
関
係

者
か
ら
の
意
見
な
ど
を
反

映
し
、
農
用
地
区
域
を
精

査
し
、
当
初
の
計
画
通
り

11
月
に
は
計
画
が
決
定
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

問　
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、
問
題
課
題
は
。

答　
現
行
計
画
の
策
定
以

降
、
丘
通
り
を
中
心
と
し

た
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
優
良
農
地

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
沿
岸
部
は
、
農
地
整

計画に基づく町農政の問題・課題は
町長　条件の悪い農地等の有効活用が課題

地
方
創
生
事
業
の
問
題
点
と
延
期
理
由
は

町
長　
方
針
不
明
な
点
多
く
検
討
に
苦
慮

問　
町
の
現
行
戦
略
の
効

果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

令
和
７
年
度
か
ら
10
年
度

ま
で
を
期
間
と
す
る
改
定

を
行
う
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
延
長
が
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

24
年
の
出
生
数
は
68
万
６

０
６
１
人
、
合
計
特
殊
出

生
率
１
・
５
と
な
り
、
い

ず
れ
も
過
去
最
少
、
最
低

と
な
っ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
た
。

　
国
の
施
策
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
町

戦
略
改
定
延
期
の
理
由
は
。

答　
国
で
は
「
地
方
創
生

１
・
０
」
の
成
果
と
反
省

を
踏
ま
え
た
「
地
方
創
生

２
・
０
」
を
掲
げ
、
新
た

な
戦
略
を
念
頭
に
、
基
本

構
想
の
考
え
方
を
示
し
た

の
で
、
町
と
し
て
も
１
年

間
延
長
す
る
こ
と
に
し
た
。

問　

こ
の
事
業
の
問
題
、

課
題
は
。

答　
国
が
示
す
「
地
方
創

生
２
・
０
」
の
基
本
構
想

に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
つ

い
て
、
小
規
模
自
治
体
単

独
で
の
取
り
組
み
が
困
難

で
あ
る
も
の
や
、
内
容
自

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

備
事
業
で
効
率
的
な
土
地

利
用
型
農
業
の
推
進
が
可

能
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
丘
通
り
は
条

件
が
悪
い
農
地
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
農
地
の
有
効
活

用
が
課
題
で
あ
る
。

問　
現
在
農
業
問
題
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ

い
て
は
17
年
間
ほ
と
ん
ど

手
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
そ
の
あ
た
り

の
反
省
、
総
活
を
行
い
、

今
後
の
農
業
施
策
の
根
幹

と
な
る
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
全
体
見
直
し
を

求
め
る
。

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員

問　
全
国
的
に
、
空
き
家

に
関
わ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
割
合
は
高
い
と
言

わ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
事
例
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
。

答　
現
在
、
８
人
の
協
力

隊
が
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
。
本
町
で
も
、
空
き

家
に
関
わ
る
事
業
の
導
入

に
向
け
、
先
進
事
例
を
参

考
に
具
体
的
な
募
集
時
期

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

空
き
家
問
題
に
お
い
て
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
定

住
促
進
の
ほ
か
、
早
い
段

階
で
の
有
効
活
用
、
も
し

く
は
処
分
な
ど
、
部
分
に

よ
っ
て
は
急
ぎ
足
で
進
め

て
い
く
。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

体
が
い
ま
だ
不
透
明
な
も

の
な
ど
、
検
討
に
苦
慮
し

て
お
り
、
町
と
し
て
は
、

現
行
戦
略
に
基
づ
き
地
方

創
生
へ
の
取
り
組
み
の
効

果
検
証
、
事
業
評
価
を
行

い
、
実
態
に
即
し
た
実
効

性
の
高
い
戦
略
に
取
り
組

む
。

そ
の
他
の
質
問

　
山
元
町
統
計
書
の
作
成

に
つ
い
て

　
長
い
間
発
行
さ
れ
て
い

な
い
。
統
計
書
に
よ
っ
て

山
元
町
の
姿
が
理
解
さ
れ
、

町
民
へ
の
情
報
源
と
し
て

の
活
用
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

（
※
１
）
特
定
空
家
：

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

倒
壊
の
恐
れ
や
衛
生
上

の
問
題
、
景
観
の
損
害

な
ど
、
周
辺
の
生
活
環

境
を
保
全
す
る
た
め
に
、

放
置
す
る
こ
と
が
不
適

切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
空
き
家
の
こ
と
。

（
※
２
）
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
制
度
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
団
法

人
な
ど
の
民
間
法
人
を

指
定
し
、
公
的
な
立
場

か
ら
空
き
家
の
管
理
や

活
用
を
促
進
す
る
制
度

の
こ
と
。

倒壊、枝のはみ出し、景観悪化…

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
７
月
30
日
の
警
報
発

表
時
の
避
難
広
報
が
32
分

間
な
か
っ
た
。
幸
い
空
振

り
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、

避
難
広
報
が
遅
れ
犠
牲
者

が
出
た
場
合
の
責
任
は
。

答　

万
が
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
ら
全
責
任
者
と
し

て
重
大
な
こ
と
に
な
る
。

問　
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

津
波
警
報
発
表
と
い
う
重

要
な
時
間
帯
に
避
難
広
報

が
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
。

答　
出
張
不
在
時
の
こ
と

に
つ
き
担
当
課
長
か
ら
説

明
さ
せ
る
。（
課
長　

本

来
、
警
報
発
表
後
５
分
間

要
因
は
危
機
管
理
意
識
が

欠
如
し
た
人
事
異
動
に
あ

る
。
危
機
管
理
を
担
う
班

の
３
分
の
２
が
新
人
と
い

う
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を

含
め
、
班
の
再
構
築
は
。

答　
人
事
異
動
は
別
に
し

て
、
今
の
体
制
で
対
応
で

き
る
よ
う
仕
組
み
を
改
め

徹
底
し
た
い
。

問　

避
難
広
報
を
巡
り
、

落
ち
度
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
今
議
会
の
町
長
提

案
説
明
で
は
何
ら
問
題
が

な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
対

応
で
あ
り
、
指
摘
す
る
ま

で
事
実
を
一
切
明
ら
か
に

せ
ず
、
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
い
の
は
議
会
軽
視
で

あ
り
不
適
切
対
応
の
極
み

で
は
。

答　
そ
の
部
分
は
し
っ
か

り
と
反
省
し
今
後
に
繋
げ

た
い
。

問　
実
際
に
津
波
が
襲
来

し
30
分
も
の
間
、
避
難
広

隔
で
広
報
す
べ
き
だ
が
、

30
分
後
に
な
っ
た
。
複
数

の
職
員
が
機
器
操
作
で
き

る
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
。）

問　
そ
の
原
因
は
、
災
害

時
の
中
枢
を
担
う
総
務
課

危
機
管
理
班
が
新
体
制
ス

タ
ー
ト
か
ら
日
が
浅
く
、

災
害
対
処
の
「
習
熟
度
」

が
低
い
こ
と
に
あ
る
の
で

は
。

答　
班
長
以
下
５
名
体
制

で
対
処
し
て
お
り
、
習
熟

度
、
経
験
年
数
が
浅
い
職

員
が
多
い
実
態
に
あ
る
。

問　
そ
の
原
因
を
招
い
た

遠
地
津
波
対
応
の
猛
省
と
改
善
を

町
長　
情
報
提
供
が
遅
れ
な
い
よ
う
努
め
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

報
し
な
か
っ
た
ら
大
ご
と

に
な
る
認
識
が
欠
落
し
て

い
る
。

答　
指
摘
は
真
摯
に
受
け

止
め
今
後
の
対
応
に
生
か

し
て
い
く
。

問　
思
い
込
み
の
強
い
性

格
の
方
は
「
正
常
化
の
偏

見
」
と
い
う
心
理
的
な
傾

向
に
陥
り
や
す
く
、
過
小

評
価
や
軽
視
に
繋
が
る
こ

と
か
ら
危
機
管
理
面
で
は

要
注
意
で
あ
る
。

答　
知
ら
な
か
っ
た
。

問　
例
え
ば
、
ク
マ
出
没

の
啓
発
を
求
め
た
際
に

「
危
機
感
を
あ
お
り
過
ぎ

る
の
も
良
く
な
い
」
と
安

全
側
に
配
慮
し
な
い
答
弁

は
、
ま
さ
に
正
常
化
の
偏

見
で
危
機
が
拡
大
す
る
。

　
失
敗
か
ら
学
ぶ
危
機
管

理
に
な
ら
っ
て
、
速
や
か

に
反
省
と
教
訓
を
検
証
・

公
表
し
、
次
の
備
え
に
生

か
す
方
策
を
講
じ
る
べ
き
。

答　
今
回
の
検
証
を
真
摯

に
受
け
止
め
し
っ
か
り
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

齋
さい

藤
とう

 俊
とし

夫
お

 議員

条 例
○�山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例（議案第47号）
改正内容
・�不適切な事務処理に関する職員の管理監督者としての責任に対し、町長及び副町長の給料月額を
減額するもの。（令和７年10月１日～ 10月31日の１カ月10％の減額）

そ の 他 議の 案

教育委員会教育長の任命
【同意第２号】

菊
きく

池
ち

　卓
たく

郎
ろう

（横山区）
を同意（再任）

監査委員の選任
【同意第３号】

齋
さい

藤
とう

　忠
ただ

裕
ひろ

（横山区）
を同意（再任）

人権擁護委員の推薦
【諮問第３号】

熊
くま

谷
がい

　比
ひ

呂
ろ

志
し

（大平区）
を「適任」と答申（新任）

人 事【敬称略】

防災無線には耳を傾けて

津波避難はすぐに高台へ

○�山元町議会議員のなり手不足対策調査特別委員会設置に関する決
議（委発第５号）
提案理由
　令和５年の本町の議会議員選挙では初の無投票となったことを踏まえ、より多くの候補者が立候補
できる環境整備に取り組む必要があるため。
　委員長　伊藤　貞悦　議員、副委員長　竹内　和彦　議員

○�県道272号角田山下線隣接の旧JR山下駅前トイレ解体経緯等調査特別
委員会設置に関する決議（議発第４号）
提案理由
　旧JR山下駅前のトイレ解体経緯などに不明な点があ
り、町民の不安や懸念を払しょくする必要があるため。
　委 員 長　遠藤　龍之　議員
　副委員長　髙橋　眞理子　議員

特 別 委 員 会 設 置 決 議

議発第４号　採決表

氏
　
名

竹
内　
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤　
龍
之

丸
子　
直
樹

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

伊
藤　
貞
悦

品
堀　
栄
洋

岩
佐　
秀
一

齋
藤　
俊
夫

岩
佐　
孝
子

菊
地　
康
彦

採
決

結
果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

賛成：○  反対：×  議長：－

○主な事業
子育て世帯（18才未満）への山元町産米及びお米券配付事業　851万円

８月４日に開催され、小・中学校の備品購入や補正予算等議案５件を審議し、原案通り可決しました。
補正予算一覧

会　　計　　名 補正額（８月） 合　計　額
一 般 会 計 908万円 85億960万円
介護保険事業特別会計 106万円 15億8,284万円

第 ２ 回 臨 時 会

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

そ
の
他
議
案
・
臨
時
会

そ
の
他
議
案
・
臨
時
会
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　６月29日（日）に議会報告会・意見交換会を開催し、山下、坂元会場合わせて55名の方にご
参加いただきました。
　第１部では、議会報告及び各常任委員会から活動報告、質疑応答を実施し、第２部では「地域
公共交通」をテーマに意見交換を行いました。
　今回は、報告会の場で回答が不十分であった質問について、改めて回答を掲載します。
　なお、次回は11月開催を予定しておりましたが、１月に延期いたします。後日、回覧などで
お知らせいたします。

議会報告会 概要

Ｑ　�中学校の現在のバス（スクールバス）は通学用のバスで、部活、土曜日午後や祝日の部活動
に利用できるような対応ができないか

Ａ　�土日・祝日に部活動を実施する際は、学校が事前に活動内容な時間帯を計画し、それに合わ
せてスクールバスの運行を調整していますが、乗車人数等の関係からすべての要望に対応す
ることは難しい状況であることをご理解願います。

　　�今後も、保護者の皆様のご理解とご協力をいただきながら、生徒の安全な登下校を確保する
とともに、休日であっても部活動に参加する生徒が安心して学校に通える環境維持に努めて
いきます。

Ｑ　�各バスの乗車人数を地域・ルートごとに分析して評価すべきでは
Ａ　�今年１月から実証運行を開始したところなので、これから執行部での分析が進むものと考え
ています。

Ｑ　町民バスの利用状況と便数を教えてほしい
Ａ　�定期運行型と予約運行型があり、定期運行型は一日５便運行しています。予約運行型は事前
登録をした小中学生が通学に利用しています。利用状況は以下のとおりです。

　　　定期運行型　　　令和５年度	 22,938人
　　　　　　　　　　　令和６年度	 18,403人
　　　予約運行型　　　令和５年度	 5,696人
　　　　　　　　　　　令和６年度	 6,852人

令和７年第２回 議会報告会 ・意見交換会レポート令和７年第２回 議会報告会 ・意見交換会レポート

Ｑ　�損益分岐点は
Ａ　�町民バス事業は町内での交通手段の確保
を図るため実施している事業であるた
め「利益が出る」「赤字になる」といっ
たことで論じるべきものではありません
が、令和６年度事業費（約6,500万円）
と利用者数（25,255人）から算出すると、
約2,574円の料金が必要になります。

　　�１月からの実証運行を精査した上で低減
化を図るものと聞いております。

Ｑ　�公共交通に関して成功事例を執行部では
調べているのか

Ａ　�再度執行部に確認したところ、今回の運
行計画の見直しに全国の自治体バス事業
に参画されている有識者にも参加いただ
き、全国の優良な事例について調査して
いるとのことでした。

たくさんのご参加・ご意見 ありがとうございました

Q　�運転手不足で網羅的な運行が難しいのでは
A　�運転手の高齢化に伴う人材不足や、限ら
れた予算での対応となっている現状にあ
ります。

Q　�公共交通をやめてタクシー券を配ったほ
うが良いのでは

A　�タクシー券配付の場合は、補助制度の活
用ができず対象者が少数にとどまるため、
現行の公共交通事業に取り組んでいます。

Q　�バスの平均乗車数が実態と違うのではな
いか

A　�あくまで平均値であり、便ごとに利用者
が異なるため、その利用実態ごとに評価
できるよう執行部と協力し対応していき
ます。

Ｑ　�弱者のために必要な交通を考えてほしい

Ｑ　�公共事業には明確な評価基準と説明が必要ではないか

Ｑ　�赤字でも町民が日々生きていくために必要な事業ではないか

Ｑ　�まちづくりの経営を考えた時に、数字だけではなく、質的なものや利便性なども含めて、人
を守る視点を大切にしてほしい

Ａ　�地域公共交通会議を開催し多様な意見を集約したうえで、町内の交通手段の確保を図るため
に運行している町民バスであることから、いただいたご意見を参考に執行部と協力し対応し
ていきます。

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会
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産
建
教
育
常
任
委
員
会

議
会
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
！
　
新
常
任
委
員
会
等
委
員
の
紹
介

次
世
代
の
「
発
信
」
を
学
ぶ

広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

　
８
月
28
日
に
東
京
都
で
全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
会　
　
場

　

�

東
京
都　

LIN
E C
U
BE SH

IBU
YA

（
渋
谷
公
会
堂
）

○
内　
　
容

　
・�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
書
き
方

　
・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
動
画
撮
影
・
編
集
の
基

本

　
・�

議
会
活
性
化
の
た
め
の
議
会
広
報
誌
づ
く
り

○
ま
と
め
と
所
感

　
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
、
基
本
的
な

必
要
事
項
や
具
体
的
な
事
例
を
詳
細
に
例
示
し
た
講
話
内
容

で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
研
修
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
、

今
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
反

映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

任 

期　
令
和
７
年
11
月
13
日 
～ 
令
和
９
年
11
月
12
日

委員長
大和　晴美

副委員長
岩佐　秀一

委　員
竹内　和彦

委　員
渡邊千恵美

委　員
齋藤　俊夫

委員長
遠藤　龍之

副委員長
丸子　直樹

委　員
品堀　栄洋

委　員
岩佐　孝子

委　員
伊藤　貞悦

委　員
髙橋眞理子

委員長
丸子　直樹

副委員長
渡邊千恵美

委　員
品堀　栄洋

委　員
岩佐　秀一

委　員
伊藤　貞悦

委員長
齋藤　俊夫

副委員長
大和　晴美

委　員
竹内　和彦

委　員
遠藤　龍之

委　員
岩佐　孝子

・�

北
海
道
洞と
う
や
こ
ち
ょ
う

爺
湖
町

　

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
利
用
者
主

体
の
公
共
交
通
を
実
現

　

�　
利
用
者
の
声
を
基
に
、
柔
軟
な
乗
降

や
個
人
停
留
所
な
ど
の
運
行
を
導
入
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
や
地
域
通
貨
「
と
う
や

コ
イ
ン
」
を
活
用
し
、
交
通
と
地
域
経

済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。

・�

北
海
道
白し

ら
お
い
ち
ょ
う

老
町

　

�

移
住
・
定
住
を
支
え
る
多
様
な
支
援
策

　

�　

住
宅
助
成
や
家
賃
補
助
、「
お
試
し

暮
ら
し
住
宅
」
に
よ
り
移
住
後
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
止
。
若
年
・
子
育
て
世
帯

の
定
住
を
促
し
、
民
間
と
連
携
し
た
持

続
的
な
定
住
支
援
を
推
進
し
て
い
る
事

例
を
学
び
ま
し
た
。

・�

北
海
道
南な
ん
ぽ
ろ
ち
ょ
う

幌
町

　
�

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
環
境
づ
く
り

　
�　

子
育
て
世
代
住
宅
建
築
助
成
や
全
天

候
型
施
設
「
は
れ
っ
ぱ
」
を
整
備
。
地

域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
環
境
が
定

住
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
し
、

既
存
施
設
の
活
用
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

・�

新
潟
県
見み

附つ
け
市し

　

�

農
地
を
生
か
し
た
治
水
対
策
「
田
ん
ぼ

ダ
ム
」

　

�　
雨
水
を
一
時
貯
留
す
る
田
ん
ぼ
ダ
ム

の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
地
元
農

家
と
の
協
力
に
よ
り
、
費
用
を
抑
え
つ

つ
高
い
効
果
を
上
げ
る
治
水
モ
デ
ル
を

構
築
。
山
元
町
で
も
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

・�

群
馬
県
川か

わ
場ば

村む
ら

　

�

道
の
駅
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化

　
�　

道
の
駅
を
中
心
に
観
光
・
教
育
・
農

業
を
結
ぶ
村
づ
く
り
を
展
開
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
高
め
、
都
市
と
の
交
流
人
口

を
拡
大
す
る
取
り
組
み
を
視
察
。
山
元

町
の
夢
い
ち
ご
の
郷
の
発
展
に
生
か
せ

る
視
点
を
得
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

◇
総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　
未
来
の
町
を
作
る
ヒ
ン
ト
を

実
施
日
：
令
和
７
年
８
月
５
日
～
７
日

◇
産
建
教
育
常
任
委
員
会

　
　
治
水
と
地
域
活
性
化
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

実
施
日
：
令
和
７
年
８
月
６
日
～
８
日

スペースの都合で簡
略版の報告となりま
したが、視察研修の
詳細はＨＰでも公開
しております。

「はれっぱ」で元気に遊ぶ親子

見附市「田んぼダム」の仕組みを学ぶ

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告
・
新
常
任
委
員
会
紹
介

委
員
会
視
察
報
告
・
新
常
任
委
員
会
紹
介
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総 務 民 生 常 任 委 員 会
◇
子
育
て
環
境
整
備

調
査
内
容

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
制
度

内
容
、
町
の
対
応
予
定
及
び
条

例
で
規
定
す
る
項
目
を
、
説
明

を
受
け
状
況
を
調
査
し
た
。

意
見

目
的
の
明
確
性

　
「
な
ぜ
こ
の
制
度
が
必
要
な

の
か
」「
自
治
体
の
主
な
役
割
」

と
いっ
た
、
制
度
の
根
幹
に
関
わ

る
疑
問
に
対
し
、「
集
団
に
慣

れ
る
機
会
の
提
供
」「
広
く
子

供
の
育
ち
を
支
え
る
制
度
」
で

あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

公
平
性
の
確
保

　
「
予
約
制
」
の
た
め
希
望
者

が
複
数
い
た
場
合
に
利
用
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
「
一
時
預
か

り
」
を
勧
め
る
こ
と
で
、
柔
軟

な
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
公
平

性
確
保
を
す
る
う
え
で
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
よ
る

受
け
入
れ
体
制
を
充
実
す
べ
き

で
あ
る
。

財
源
の
不
確
実
性

　
経
験
の
あ
る
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
認
識
し
な
が
ら
も
、

財
源
の
裏
付
け
が
な
い
状
態
で

の
実
施
は
、
制
度
の
継
続
性
が

危
ぶ
ま
れ
る
の
で
財
源
確
保
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

産 建 教 育 常 任 委 員 会
◇
再
編
小
学
校

調
査
内
容

　
再
編
小
学
校
に
お
け
る
ソ
フ

ト
面
（
協
議
会
を
設
置
し
た
詳

細
な
検
討
）及
び
ハ
ー
ド
面（
施

設
配
置
と
そ
の
課
題
）
に
つ
い

て
の
現
状
と
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
調
査
し
た
。

意
見

　

再
編
小
学
校
に
関
し
て
は
、

住
民
説
明
会
を
複
数
回
実
施
し
、

住
民
と
の
十
分
な
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
、
建
設
予
定
地
の
決
定
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
、
住
民
の
理
解
を
求
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
形
態
に
つ
い
て

も
、
義
務
教
育
学
校
か
小
中
一

貫
校
と
い
う
重
要
な
町
の
方
針

を
早
期
に
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
や

取
り
組
み
、
今
後
の
計
画
を
詳

細
に
示
し
た
上
で
繰
り
返
し
丁

寧
な
情
報
発
信
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。

町の仕事をチェック‼

　
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
よ
り
傍
聴
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
傍
聴
手
続
き

を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

３�　
傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事
項
の

見
直
し
（
第
10
条
関
係
）

・�

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
文
言
を
見

直
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

�　
具
体
的
に
は
帽
子
、
コ
ー
ト
、
マ
フ

ラ
ー
類
の
着
用
禁
止
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・�「
携
帯
電
話
端
末
そ
の
他
音
声
を
発
す

る
機
器
は
、
音
を
発
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。」
と
電
源
を
切
る
か
ら
変
更

し
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１�　
傍
聴
手
続
き
の
簡
素
化
（
第

４
条
関
係
）

・�

入
場
の
際
の
傍
聴
券
の
提
示
を
廃
止
し

ま
し
た
。

２�　
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
の
見
直
し
（
第
８
条
関

係
）

・�

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
た
表
現
に

変
更
し
ま
し
た
。

・�

児
童
及
び
乳
幼
児
は
、
傍
聴
席
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
規
定
を
廃
止

し
ま
し
た
。

４�　
写
真
の
撮
影
、
録
音
、
録
画

等
に
関
す
る
見
直
し
（
第
10
条

関
係
）

・�

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
た
表
現
に

変
更
し
ま
し
た
。

　

�　
議
長
の
許
可
を
得
た
場
合
は
撮
影
等

が
可
能
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
傍
聴
出
来
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
傍
聴
に
お
出
で
下

さ
い
。

新たな傍聴券

議会の傍聴機会の議会の傍聴機会の
拡大を目指して拡大を目指して

傍聴規則傍聴規則のの一部改正一部改正
令和7年

12月議会から

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

傍
聴
規
則
が
変
わ
り
ま
す

傍
聴
規
則
が
変
わ
り
ま
す
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○令和７年　第２回臨時会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第39号 令和７年度山元町立小・中学校電子黒板用端末等購入事業に係る物品購入契約の締結について

可　決
（全会一致）

議案第40号 令和７年度学習者用コンピュータ等共同調達（ios・購入）事業に係る物品購入契約の締結について

議案第41号 令和７年度山元町立山元中学校給食室備品購入事業に係る物品購入契約の締結について

議案第42号 令和７年度山元町一般会計補正予算（第２号）

議案第43号 令和７年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

○令和７年　第３回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第７号 令和６年度決算山元町健全化判断比率について
報　告

報告第８号 令和６年度決算山元町公営企業資金不足比率について

認定第１号 令和６年度山元町一般会計歳入歳出決算認定について

認　定

認定第２号 令和６年度山元町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和６年度山元町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和６年度山元町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和６年度山元町水道事業会計決算認定について

認定第６号 令和６年度山元町下水道事業会計決算認定について

議案第44号 山元町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
※総務民生常任委員会に審査を付託、審査期間を延長（12月定例会まで） 継続審査

議案第45号 山元町議会議員及び山元町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（全会一致）

議案第46号 山元町職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例

議案第47号 山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

議案第48号 令和７年度山元町一般会計補正予算（第３号）

議案第49号 令和７年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第50号 令和７年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第51号 令和７年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第52号 令和７年度山元町水道事業会計補正予算（第２号）

議案第53号 令和７年度山元町下水道事業会計補正予算（第１号）

同意第２号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
同　意

同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

議発第４号 県道272号角田山下線隣接の旧JR山下駅前トイレ解体経緯等調査特別委員会設置に関する決議 可　決
（賛成10 反対１）

委発第５号 山元町議会議員のなり手不足対策調査特別委員会設置に関する決議 可　決
（全会一致）

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第７号 OTC類似薬の公的保険外し・給付制限の中止を求める陳情書

宮城県社会保障推進協議会
会長　岩倉　政城
宮城県民主医療機関連合会
会長　舩山　由有子

配　付

陳情第８号 令和８年度理科教育設備費等補助金予算計上についてのお願い 公益社団法人　日本理科教育
振興協会　会長　大久保　昇 配　付

議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和７年７月1日～９月30日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13

竹
内
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤
龍
之

丸
子
直
樹

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

齋
藤
俊
夫

岩
佐
孝
子

伊
藤
貞
悦

菊
地
康
彦

７

3 木 町村議会議長会議員講座 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

4 金 町村議会議長会議員講座 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ―

7 月 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

9 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 木
仙南・亘理地方町議会常任委員長研修

― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

11 金 ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

14 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 水 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

17 木 産建教育常任委員会 公 ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

23 水 亘理地方町議会正副議長研修（7/23～7/25） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

24 木
広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― 公 ―

総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

29 火 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

30 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８

4 月
第２回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町村議会議員セミナー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 火 総務民生常任委員会優良市町村視察研修（8/5～8/7) ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

6 水 産建教育常任委員会優良市町村視察研修（8/6～8/8） ○ 欠 ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

19 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 水 全員協議会 ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 木 総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

28 木 全国町村議会広報研修会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

29 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９

第３回議会定例会（9/5・9・10・12・26） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会（9/16～19・22・24） ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

12 金 議会運営委員会 ― ― 欠 ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

25 木
総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

議 長 交 際 費
区　分

７月 ８月 ９月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 11,000 経済団体意見交換会　ほか１件 9,000 区長OB会情報交換会　ほか１件 5,000 消防団OB会総会

慶　弔 0 3,000 町民ゴルフ大会祝儀 0

その他 34,950 常任委員会視察研修持参地場産品など 0 0

合　計 45,950 12,000 5,000

議
案
等
審
議
結
果

議
案
等
審
議
結
果

議
会
活
動

議
会
活
動
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編
集
デ
ス
ク

ジャズとラテン、大人の遊び心  −ニューポップスの57年−
　「ニューポップス」は前代表である、故　森　久一さんが中心となり山下中学校（現山元中学校）
の吹奏楽部のメンバーなどで昭和43年に結成してから57年目のバンドです。
　主にジャズとラテン音楽を中心に、亘理郡内だけではなく、仙台市や新地町などで演奏活動をして
います。
　会場に足を運んでいただいた皆様に音楽を
楽しんでもらい、また、自分たちも演奏を楽
しむことを目標に活動しています。
　メンバーも高齢化が進んでいるので、現在
新たなメンバーを募集中です。
　これからも皆さんから愛されるバンドを目
指して頑張りたいと思います。

会　期：12月５日（金）～12日（金）
開　会：午前10時
本会議：12月５日、９日、10日、12日
　　　　（一般質問：12月９日・10日）

令和７年 第４回山元町議会定例会（予定）

議会のホームページをご覧ください
山元町議会 検索

◇◇お知らせ◇◇
委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子

委　
員　
丸
子　
直
樹

委　
員　
品
堀　
栄
洋

委　
員　
伊
藤　
貞
悦

〈
議
会
広
報・広
聴
常
任
委
員
会
〉

　
秋
の
日
差
し
と
共
に
稲

穂
が
頭
を
垂
れ
、
収
穫
の

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
お
届
け
す
る
「
議

会
だ
よ
り
211
号
」
は
、
令

和
６
年
度
の
１
年
間
、
山

元
町
の
収
入
・
支
出
や
事

業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
、

決
算
審
査
に
関
す
る
記
事

を
中
心
に
編
集
し
て
い
ま

す
。

　
限
ら
れ
た
予
算
が
適
切

に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を

審
査
す
る
こ
と
が
、
議
会

の
大
き
な
役
割
で
も
あ
り

ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
「
議
会

だ
よ
り
」
は
議
会
の
大
き

な
情
報
源
で
す
。
内
容
が

身
近
で
読
み
や
す
く
、
興

味
関
心
が
高
く
な
る
よ
う

紙
面
作
り
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（

委
員　

伊
藤　
貞
悦
）
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